
令和４年度 文京区立窪町小学校 授業改善推進プラン    第４学年                              

 授業における課題 

（児童の実態・教師の指導上の課題） 

具体的な授業改善策 

 

 

国 

 

 

 

 

語 

・文章の要点や段落の要点に注意して正確に読み取る

ことが課題である。 

 

・叙述をもとに様子や気持ちを読み取る力を育成して

いくことが課題である。 

 

・覚える漢字が増え、個人差はあるものの読めなかっ

たり書けなかったりする児童が顕著になってきて

いる。学習した文字を正しく読み書きできるように

なることが課題である。 

○目的を意識して、中心となる語や文を見付けて

要約する学習を積み上げていく。 

 

○発問に対して、根拠を挙げさせながら読み取っ

ていくようにする。 

 

○毎日の宿題である漢字練習ノートやテストの状

況を分析し、練習の量や方法を見直していく。

また、既習の漢字を復習する機会を設け、学習

した文字の習熟を図っていく。 

 

 

社 

 

会 

・地図帳やグラフ、年表他、様々な資料の扱いに慣れ

ていない。資料から様々な事象を読み取ることが課

題である。 

 

 

・様々な事象を自分の身の周りのことに置き換えたり

比べたりして考えていくことが課題である。 

○授業の中で、絵や写真から分かることを見つけ

させたり、グラフを様々な見方で読ませたりし

ながら、資料を有効に活用し、必要な情報を調

べまとめる技能を身に付けさせていく。 

 

○学習した内容を、常に自分の身の周りのこと、

自分たちの住む地域のことと比べながら考えさ

せるなどして、身近な事象として捉えさせてい

く。 

 

算  

 

 

数 

・立式や計算の仕方を考える時、自分の考えや友達の

考えを比べながら、よりよいものを考えていくこと

が苦手である。 

 

・自分の考えを、図や式、言葉と関連付けて表現する

ことが課題である。 

○ペアやグループで発表する時間を十分に確保

し、友達の説明の仕方のよいところを取り入れ

るように指導する。 

 

○めあてを子供と一緒に立て、何を考えるのか意

識させる。自分の考えを書く時は、式だけでな

く、言葉と図も書かせるように指導する。また、

日常生活と関連付けて指導を行う。 

 

 

理 

 

 

科 

・どの単元においても意欲的に学習に取り組む様子が

見られるが、予想する場面や考察する場面で、根拠

をはっきりと示し、説明することに課題がある。 

 

・実験・観察に夢中になってしまい、記録がおざなり

になってしまうことがある。 

 

・予想から結論までの一連の問題解決的な思考が身に

付くようにすることが課題である。 

○学習の中で、なぜそう考えたのか理由を考えさ

せるようにする。その際、既習事項や生活経験

を想起させ、自分の言葉でまとめられるように

指導していく。 

〇記録の枠や形式を統一したり、提示したりする

ことで、記録の必要感をつくる。 

 

○毎時間の授業の流れを予想から結論までの一連

の流れに統一し、ノートの形式等を工夫する。 

○予備実験を行い、安全な実験・観察に配慮する。 

 

 

体 

 

 

育 

・基礎体力が弱い面があり、また様々な動きの経験が

少ない児童が多い。多様な運動経験を積ませていく

ことが課題である。 

 

 

・友達と作戦を考えたり、自分がどう動けばよいのか

を考えたりしながら活動する場面が少ない。考える

力を育てていくことが課題である。 

○自身の映像などの動きのポイントとなる資料を

使い、多様な体の動きを経験できる指導を行っ

ていく。 

 

 

○資料や体育ノート、学習カードを活用し、動き

方や作戦を選んだり、考えたりする活動を増や

すことで、考えながら動く経験を積ませていく。 

○学習を通して互いを思いやる言葉かけを促して

いく。 



 

 

道 

 

 

徳 

・児童が様々な設定を自分のこととして考えていける

ようにすることが課題である。 

 

 

 

・授業のねらいを絞り、発問を設定することに課題が

ある。 

 

 

 

○立場を明確にして議論を重ねていくことで、

様々な問題を自分のこととして考えていけるよ

うにする。 

 

 

○教材分析を徹底し、多面的・多角的に考えたり

自己の生き方についての考えを深められたりす

るような発問を考えていく。 

 

 

 


